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Ⅴ-６.蔵書・資料の収集について 2基本計画書試案２２頁

⑶視聴覚資料や電子資料の活用

 視聴覚資料や機材については、計画的な収集と整備を行うとともに、生涯学習施設・学校教
育施設等における活用促進を図る。

 視聴覚資料については、既存のＤＶＤ等による資料のみならず、デジタルデータ資料の保存
に努め、その活用を図る。

 インターネットを活用したデータベースなど、電子資料を活用した情報提供に努める。
 これまで蓄積されてきた視聴覚ライブラリーの視聴覚教育教材・機材の保管に努め、それら
の活用を図る。

 電子図書については今後の動向も踏まえながら、計画的に導入する。【再掲】
 本市特有の専門的な資料やデータについては、デジタル化を図り保存するとともに公開をす
ることを検討する。



Ⅴ-７.図書館情報システム 3基本計画書試案２３頁

①図書館情報システム

⑴図書管理システム

 図書の管理（貸出、返却、予約、督促）と利用者の管理は現在のクラウド型図書館システ
ム（WebiLis）を基準としたシステムで行う。

 ソフトウェアはクラウド型図書館情報システムとし、データセンターとの通信は、データ
を暗号化してセキュリティ面を配慮したものを導入する。

 図書館の利用者が、インターネットからも予約が可能なシステムを導入する。
 バーコードと非接触型ＩＣタグにより資料管理が可能な図書館情報システムとし、高効率
な業務処理と短縮化が図れるシステムを導入する。

 自動貸出装置を設置し、資料の貸出をスムーズに行うとともに、プライバシーにも配慮し
た環境を整える。

 利用者検索用端末を、随所に配置して所蔵する資料を容易に検索できる環境を整える。
 資料無断持ち出し防止装置（BDS）を設置し、資料の無断持ち出し防止に努める。

 タブレット端末等、移動しながら資料検索やインターネット検索が可能となるよう、利
用者貸出用の端末を整備する。

 ＣＤやＤＶＤなどのパッケージ型電子資料を管内で利用するために、視聴覚機器を整備
する。また、視聴覚機器は今後、新しいメディアによる資料の増加に対応するために、
メディアの安定性や将来性などを考慮する他、利用者や職員の操作性、衛生面にも配慮
した機器を整備する。

 複写機を設置して、著作権の範囲内で複写サービスを行う。

②利用者用機器

ホームページから資料の貸出の予約や延長の手続きができるようにし、新しい技術への対応を
目指します。

⑵ホームページ



Ⅴ-８.職員体制 4基本計画書試案２３頁

新花巻図書館の職員体制

 司書資格を持つ職員を計画的に配置するなど、職員体制の充実を図る。
 専門的な知識を深め多様な世代のレファレンスサービス（相談・支援）に対応できるよう研
修などにより職員の育成に努める。

 効率的で質の高い図書館サービスを提供するため、図書館業務の自動化と省力化を図る。



Ⅴ-９.運営経費 5基本計画書試案２４頁

令和２年度の花巻市立花巻図書館の予算額は83,037千円となっているが、仮に一関
市立一関図書館（平成30年度決算額）の光熱水費や委託料、図書購入費等を参考に試
算すると、年間で198,752千円の運営経費となる。

項目
現行花巻図書館
（Ｒ２年度当初）

新花巻図書館
運営費（試算）

備考

人件費
（報酬・職員給与等） ４１，０７６ ９４，４５２

試算では正職員１０名、会計年度任用職員
１５名。※一関図書館は正職員７名、会計
年度任用職員１４名

消耗品費、光熱水費、その他
（）内光熱水費

９，３６３
（２，１９０）

２２，６９７
光熱水費を除き現図書館予算の1.5倍で計算。
光熱水費は一関図書館のＨ30決算額を参考

施設管理、システム等
９，０５３ １４，０００

一関図書館のＨ30決算額を参考

機器借上料 等
１５，８０３ １６，１０３

図書館情報システム、WiFi設備等、業者参
考見積もり

図書購入費 等
７，７４２ ５１，５００

※１

合計 ８３，０３７ １９８，７５２

（単位：千円）

令図書館購入費は、一関図書館開館当初からの１０年間、市内８館全体で１億円の予算、内一関図書館の購入冊数割合
５１．５％で試算。



Ⅵ.新花巻図書館の施設と規模 １.施設 6基本計画書試案２５頁

 子どもから高齢者、障がい者、すべての人にとってバリアフリーで動きやすく、
機能的、効率的な動線に配慮した施設とする。

 施設の内装等は、可能な範囲で木質化を図るなど利用者に負担感や圧迫感などの
ストレスを与えず、市民が安心して入りやすく、またくつろぐことができ、基本
方針に基づいた本市中央図書館にふさわしいデザインとする。

 高齢者や障がい者等でも利用しやすいよう、本棚の高さや通路幅を考慮するとと
もに、随 所で閲覧や休憩ができるよう、椅子等を配置する。

 駐車場や通路等は、すべての人にとって利用しやすく、安全性を重視したものと
する。

 施設内外の案内表示・サイン表示等は、子どもから高齢者、障がい者にもわかり
やすいデザインとする。

 すべての障がい者(身体、視覚、聴覚、精神など)に対応できる施設を目指します。
 対面朗読サービスや録音サービスなどが行えるよう配慮し、必要な機器の導入に
努める。

 トイレやエレベーターなどの共用部分は、だれでも使いやすい位置に設置する。

⑴ユニバーサルデザイン（バリアフリーへの対応）



Ⅵ.新花巻図書館の施設と規模 １.施設 7基本計画書試案２５頁

 可能な限り一層（ワンフロア）の面積を大きく取り、開架スペースはくつろいで
読書や資料調査ができるよう十分な余裕をもち、図書などをわかりやすく配置。

 中央図書館としての機能を十分発揮するために、閉架スペースは十分な余裕をも
ち、貴重図書や資料も保管できるようにする。

 貸出や返却窓口、レファレンス（相談、調べもの支援）窓口は、十分なスペース
を確保する。

 多様な読書閲覧需要に対応するため、静かに閲覧したい人のための閲覧室や、自
由に話ができる閲覧コーナーなど、十分な閲覧席と閲覧スペースを設置。

 児童、生徒、学生や一般の利用者が、個人またはグループで学習ができるスペー
スや、椅子やテーブルも移動可能なスペース、個人で読書や研究ができる部屋や
スヌーズレン対応する空間など、多様な活動に対応できるスペースや部屋を設置。

 新着図書や話題の図書の紹介や、企画展示を紹介できるコーナーを設置。
 自主的な生涯学習活動を支援するため、多人数で生涯学習活動ができるスペース
を設置。

 音楽や映像等の視聴覚資料を利用できるスペースを設置する他、音楽や映像等を
試写等ができるスペースを設置。

 利用者個人のパソコンなどが利用できるスペースを設置。

⑵十分なスペースの確保



Ⅵ.新花巻図書館の施設と規模 １.施設 8基本計画書試案２５－２６頁

 トイレや授乳室、エレベーターなどは、可能なかぎりゆとりのあるつくりとする。
 展示や発表活動ができるスペースや多目的に活用できるスペースを設置。
 自然や緑を感じながら屋外で読書などや様々な活動ができるテラスなどの空間を
つくる。

 事務室や作業室など、スタッフの様々な作業に対応できる空間を配置する。

⑵十分なスペースの確保

 宮沢賢治や高村光太郎、萬鉄五郎、新渡戸稲造等、本市ゆかりの多くの先人に関
して、それら人物の著書、研究資料等をはじめとした、先人関係の資料を配置し
たスペースを設置。

 郷土に関する資料、本市行政資料など、本市に関わる資料を配置したスペースを
設置。

 市内の記念館や美術館などの先人顕彰施設と連携し、先人や郷土の総合的な紹介
コーナーを設け、それぞれの先人顕彰施設等への誘導を図る。

 先人顕彰が後世に受け継げるよう、先人顕彰施設や先人顕彰を行う団体・個人な
どと連携しながら、資料の充実を図る。

⑶先人や郷土資料のスペースを設置



Ⅵ.新花巻図書館の施設と規模 １.施設 9基本計画書試案２６頁

 親子や子ども達が楽しんで読書できるよう、子ども向け図書を配置したスペース
を設置。

 親子や子ども達が声を出しても迷惑にならないスペースを設置。
 子どもたちが興味を持って調べものや読書ができるように、多様な読書用の空間
や座席を配置する。

 子ども向けの読み聞かせ会などのイベントを実施できるような空間を設ける。
 子ども用トイレの設置や乳幼児室など、親子が安心して滞在できるような環境を
整備する。

⑷子どもスペースを設置

 建物は地震などの災害に対応できる適切な耐震性等を確保した施設とするととも
に、設備等は地震による図書の落下対策や、書架の転倒防止対策を施したものと
する。

 災害時には速やかに避難できるように、安全でわかりやすい避難通路の確保と効
果的な警報設備等を設置。

 書架等の配置は、可能な限り死角が生じないよう計画し、防犯カメラなどの機材
を設置することにより防犯対策を行う。

 花巻市環境基本計画に基づき、自然エネルギーの活用を検討し、紫外線対策を施
した適度な自然光の利用やＬＥＤ照明器具の設置、冷暖房設備の効果的な配置等、
環境負荷の軽減に努める。

⑸防災、防犯対策、環境へ配慮



Ⅵ.新花巻図書館の施設と規模 １.施設 10基本計画書試案２７頁

 自動車用の駐車場として十分なスペースを確保するとともに、安全に配慮した駐
車場を設置。（１８０台程度）

 障がい者や高齢者の自動車利用者に負担をかけないように、車いす利用者や障が
い者、高齢者の利用にも配慮した駐車場を配置する。

 立体駐車場の場合は通路の安全面などに配慮するとともに、高齢者等に配慮した
駐車スペースの配置とゆとりある駐車スペースの確保など、利用者の利便性に努
める。

 自転車や２輪車のための駐輪場を設置。（１００台程度）
 駐車場や通路・広場については、図書館等と連携したイベントなどで活用する場
合を考慮した配置する。

 駐車場の出入口については、周辺施設等の入口等にも配慮して使いやすく交通に
支障がないようにする。

⑹必要な駐車スペースを確保

 図書館を主な施設とし、飲食店舗や飲食できるスペースの設置、市内の仕事や商
品を紹介し購入ができる「チャレンジショップ」等の設置を検討する。

 展示や発表等、生涯学習活動に活用できる多目的な空間の設置を検討する。
 図書館と連携したイベント活動等ができる広場の併設を検討する。

⑺施設の併設等の検討



Ⅵ.新花巻図書館の施設と規模 １.施設 11基本計画書試案２７頁

 感染症対策の状況分析・提言に基づく感染拡大の予防策を徹底する。
 感染拡大の対策に関して、速やかな連携が図れるよう、地域内の保健所との連絡
体制を検討する。

 高齢者や持病のある来館者については、徹底したリスク回避の対応策を検討する。
 所蔵する資料を閲覧に供し、貸出するなど、様々な接触機会があるため、人的接
触だけではなく、館内の設備や備品などへの接触や、資料の接触利用に伴う感染
の可能性について対処する他、来館者への注意喚起に努める。

 感染拡大の予防のために、入場者の制限を実施する必要性がある場合に備え、入
館可能時間、入館可能者数の設定や閲覧スペースの座席数の制限等を検討する。

 咳エチケット、マスク着用、手洗い・手指の消毒を徹底する仕組みを検討します。
 来館者や従事者の密集や接触などのリスクを避けるために、必要な導線の確保に
努める。

 来館者に、不必要な会話や大声を出さないよう注意喚起の検討する。
 図書館利用に障がいのある方の利用に際しては、障がいの種類や特性に配慮しな
がら、対応方法を検討する。

 読書支援機器等の貸与物品については、十分に消毒するよう努める。
 水道等設備についても、直接手を触れなくても動作する機器等の配備を検討する。
 新しい機器やシステムの導入にあたっては、非接触型の機器について検討する。

⑻感染症への対策


